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ドン・ジュアンあるいは神話となった男の運命　















































































































































































































































































































1810 年から 1818 年、ピカレスク・ノヴェル『ハロルド・チャイルド巡歴』
で主人公の若い公子に自分の青春を重ね遍歴させた。そして 1817 年の『マ
ンフレッド』の主人公は超絶的な力に挑戦し打倒される、女たらしではない





































































































































































































































































































































『石の招客』	（1660）　である。Claude	Bourqui,	Les Sources de Molière. Répertoire 
critique des sources littéraires et dramatiques,	SEDES,	1999、『モリエール全集』鈴
木力衛訳、第 1 巻、中央公論社、1972、p.	370	sq.。




24	 同書、第 1 幕第 1 景、p.	75。
25	 同書、第 3 幕第 1 景、p.	113。
26	 同書、第 5 幕第 2 景、p.	147。
27	 モリエールの『ドン・ジュアン』の一過性・時代性については拙論「モリエール
のドラマツルギー～ Défi	挑戦～『タルチュフ』と『ドン・ジュアン』」、「コミュニ





























































62	 グ リ シ ャ・ ア サ ガ ロ フ「2008 年 11 月 の イ ン タ ヴ ュ ー を 再 掲 載 」 国 立 劇 場
21ドン・ジュアンあるいは神話となった男の運命　
2018/2019 シーズンオペラ公演プログラム、同掲誌、p.	12。
63	 キルケゴールはモーツァルトの「ドン・ジョヴァンニ」論に『あれかこれか』の第
一部第 2 章を割いている。
64	 ペーター・ハントケ『ドン・フアン（本人が語る）』阿部卓也、宗宮朋子訳、三修
社、2019	（2011）、p.	68。
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